
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小惑星「イトカワ」の固体表面に着陸、世界で初めて地球重力圏外天体

からのサンプルの持ち帰りに成功し、2010 年 6 月 13 日に地球に帰還し

た、小惑星探査機「はやぶさ」や、「はやぶさ 2」が 2019 年 7 月 11 日に  

世界初の偉業を成し遂げ、地球近傍小惑星「リュウグウ」から持ち帰る  

サンプルの意味などについてお話ししていただきます。

 

講師 大西 浩次 氏 

 (現 長野工業高等専門学校教授) 

 日時 ２０１９.８.２４(土) 午後２時～ 
 場所 真田図書館 
 定員 ５０名程度  入場無料 

 申込 前日までに 電話で真田図書館へ TEL 0268-72-8080 

主催：真田図書館・図書館サポーターの会 

 

大西 浩次 氏 (富山県出身) 

理学博士 

日本星景写真協会監事 

国際天文学連合会員 

長野県は宇宙県連絡協議会 会長 

長野県天文愛好者連絡会 会長 ほか 

大西氏が撮影された、大気圏突入により火の球となってオーストラリアの砂漠で燃え尽きる「はやぶさ」最期の星景写真 


